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は
じ
め
に

大
学
で
学
ぶ
歴
史
と
は
、
高
校
ま
で
の
暗
記
中
心
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
を
学
ぶ
上
で
基
本
に
な
る
の
は
、
史
料
を
読

む
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
読
む
」
と
い
う
の
は
、
書
か
れ
て
い
る

内
容
を
理
解
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
筆
の
勢
い
、
文
字
の

か
た
ち
、
紙
の
質
、
重
さ
…
、
モ
ノ
と
し
て
の
史
料
が
伝
え
て
く

れ
る
情
報
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
実
物
の
史
料
に
触
れ
る
こ
と

で
は
じ
め
て
わ
か
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
物
の
史
料
に
触
れ
、
生
き
た
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
奈
良
大
学
で
は
様
々
な
史
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
本
展

で
は
、
奈
良
大
学
が
所
蔵
し
て
い
る
古
文
書
・
史
料
な
ど
の
な
か

か
ら
、
奈
良
と
関
係
の
深
い
天
誅
組
を
は
じ
め
と
し
た
幕
末
・
維

新
期
の
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

【
凡
例
】

一
、
本
小
冊
子
に
掲
載
し
た
資
料
は
展
示

資
料
と
対
応
し
て
い
る
が
、
資
料
の
配

列
は
必
ず
し
も
展
示
と
一
致
し
な
い
。

一
、
年
代
表
記
は
和
暦
の
あ
と
に
（

）

で
西
暦
を
示
し
た
。

一
、
資
料
名
、
原
資
料
に
付
さ
れ
た
も
の

の
う
ち
、
簿
冊
お
よ
び
書
籍
は
『

』
、

一
枚
も
の
は
「

」

と
し
、
原
題
の

な
い
も
の
は
基
本
的
に
目
録
な
ど
の
登

録
名
に
よ
り
、
括
弧
な
し
と
し
た
。

一
、
史
料
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
は

新
字
に
改
め
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

一
、
本
展
は
史
学
科

村
上
紀
夫
が
担
当

し
、
史
料
翻
刻
で
は
木
下
光
生
氏
の
お

世
話
に
な
っ
た
。
準
備
作
業
で
は
、
尾

上
ひ
か
る
氏
、
松
迫
寿
氏
、
吉
原
智
香

氏
、
太
田
均
氏
、
長
谷
川
知
貴
氏
、
宮

平
真
央
氏
、
吉
竹
智
加
氏
、
展
示
作
業

に
あ
た
っ
て
は
日
本
史
史
料
実
習
Ⅰ
の

受
講
生
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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一

天
誅
組

京
都
で
尊
攘
派
に
よ
る
「
天
誅
」
と
呼

ば
れ
る
殺
害
事
件
が
相
次
い
で
い
た
文
久

三
年
（
一
八
六
三
）
、
孝
明
天
皇
が
攘
夷
祈

願
の
た
め
に
大
和
へ
行
幸
す
る
と
い
う
決

定
が
下
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
う
け
、
公
家

の
中
山
忠
光
、
土
佐
の
吉
村
寅
太
郎
ら
尊

王
攘
夷
激
派
が
挙
兵
し
、
八
月
一
七
日
に

幕
府
の
大
和
代
官
所
な
ど
を
襲
撃
す
る
事

件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
蜂
起
し
た
集
団
は
天
誅
組
（
天

忠
組
と
も
）
と
呼
ば
れ
、
本
陣
を
五
條
御

政
府
と
称
し
、
周
辺
の
村
役
人
に
は
年
貢

半
減
や
帯
刀
許
可
な
ど
を
訴
え
て
広
く
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

京
都
で
会
津
藩
・
薩
摩
藩
を
中
心
と
し
た

公
武
合
体
派
が
尊
攘
派
を
一
掃
す
る
ク
ー

デ
タ
ー
、
八
月
十
八
日
の
政
変
が
起
こ
る

と
劣
勢
と
な
り
、
和
歌
山
藩
な
ど
か
ら
な

る
幕
府
方
に
包
囲
さ
れ
ま
し
た
。
形
成
は

逆
転
す
る
こ
と
な
く
、
九
月
二
四
日
に
吉

村
寅
太
郎
ら
は
討
ち
死
に
し
ま
す
。

挙
兵
か
ら
一
ヶ
月
あ
ま
り
で
壊
滅
し
ま

し
た
が
、
天
誅
組
は
、
尊
王
攘
夷
派
に
よ

る
最
初
の
武
装
反
乱
で
あ
り
、
幕
末
の
奈

良
を
主
な
舞
台
と
し
た
歴
史
的
な
事
件
で

し
た
。

１
『
日
本
畧
史
圖
中
山
忠
光
公
・
吉

村
寅
太
郎
重
郷
』

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
、
二
代
長
谷
川

貞
信
画
の
錦
絵
。
「
天
誅
組
」
の
指
導
者
で

あ
っ
た
中
山
忠
光
公
と
吉
村
寅
太
郎
重
郷

の
姿
を
描
く
。
絵
師
の
長
谷
川
貞
信
は
幕

末
か
ら
近
代
に
か
け
て
上
方
で
活
躍
し
た
。

■
奈
良
大
学
図
書
館
蔵

２

大
和
書
状

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
九
月
一
二
日
、「
大

和
」
と
称
す
る
人
物
に
よ
る
天
誅
組
の
乱

に
つ
い
て
知
ら
せ
る
書
状
。
本
資
料
の
旧

蔵
者
は
筆
者
「
大
和
」
と
は
長
州
藩
士
の

大
和
国
之
助
で
は
な
い
か
と
比
定
し
て
い

る
が
確
証
は
な
い
。
冒
頭
に
「
当
国
之
騒

動
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
大
和
国

で
間
近
に
見
て
い
た
と
思
わ
れ
、
臨
場
感

に
あ
ふ
れ
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者

は
書
状
を
執
筆
し
た
際
、
筆
者
は
桧
川
御

坊
（
吉
野
郡
西
吉
野
村
陰
地

円
光
寺
）

に
身
を
寄
せ
て
お
り
、
様
子
を
間
近
に
目

に
し
て
い
た
よ
う
で
、
戦
況
は
も
と
よ
り
、

噂
や
周
辺
の
被
害
状
況
ま
で
非
常
に
詳
細

に
記
し
て
い
る
。

■
奈
良
大
学
史
学
科
蔵

【
釈
文
】

一
当
国
之
騒
動
中
ニ
筆
紙
ニ

尽
し
難
ク
次
第
〳
〵
ニ
大
変
ニ
相
成

日
夜
ニ
様
子
相
替
り
候

御
大
名
様
方
追
々
二
番
手

三
番
手
御
出
陣
、
彦
根
様

藤
堂
様
、
郡
山
様
、
紀
州
様

其
外
小
泉
亦
ハ
江
刕
膳
所
様

或
ハ
二
千
人
、
三
千
人
御
出
張
、
高
鳥

ハ
何
時
城
責
も
難
斗
、
昼
夜

一
家
中
上
下
共
鎧
兜
ニ
而
御
固
メ

大
筒
鉄
炮
切
火
縄
此
間
五
條
よ
り

下
市
上
市
江
押
寄
せ
ニ
相
成
、
天
忠
組

浪
人
ハ
不
残
吉
野
山
中
、
十
津
川

江
引
籠
候
ニ
而
、
追
々
責
寄
せ

日
夜
敵
味
方
或
ハ
討
取
、
或
ハ

搦
捕
手
負
死
人
数
多
ニ
て
、
当

御
坊
門
前
ハ
昼
夜
共
早
馬
早
駕
籠

早
使
注
進
之
者
、
抜
身
ニ
て
通
り

絶
間
無
之
人
馬
馳
違
ひ
、
兵
粮

其
外
、
武
之
者
持
運
ヒ
人
足
通
行

引
も
き
ら
ず
、
諸
大
名
様
方

御
使
、
誠
ニ
美
々
敷
、
京
都
よ
り

上
使
等
東
海
道
同
様
過
ル

七
日
、
五
條
奥
ふ
き
与
申
六
七
拾
軒

之
村
方
、
紀
刕
之
陣
所
江
浪
人
よ
り

夜
討
不
残
焼
払
、
紀
刕
方

百
人
斗
討
死
、
同
九
日
夜
下
市

彦
根
陣
所
江
浪
人
よ
り
夜
討
ニ
而

下
市
不
残
焼
払
、
彦
根
之
大
筒

鉄
炮
、
煙
硝
其
外
、
兵
粮
等
、
浪
人
方
江

奪
取
、
彦
根
家
中
多
人
数
討
死

焼
死
、
下
市
之
者
丸
焼
、
又
ハ
老
人

子
供
う
ろ
た
へ
て
焼
死
、
哀
な
る

事
と
も
な
り
、
郡
山
・
藤
堂
ニ
も

浪
人
討
取
生
捕
も
少
々
有
之
候
へ
共

何
分
追
々
浪
人
方
評
判
高
く

今
日
之
噂
ニ
ハ
多
武
峯
を
借
受
ニ

三
四
十
人

参
り
候
由
、
尚
一
昨
夕
土
佐
町
江

張
帋
、
高
鳥
城
下
両
三
日
之
内

ニ
焼
払
城
責
与
申
事
ニ
而

土
佐
ハ
大
騒
動
、
昨
日
よ
り
城
下
家
中

町
人
不
残
家
財
道
具
皆
々

遠
方
江
預
ケ
ニ
参
り
、
今
日
之
噂

ニ
ハ
浪
人
ニ
焼
れ
ぬ
内
、
高
鳥
よ
り
城
下

焼
払
、
家
中
ハ
不
残
山
城
江
籠
る

与
申
噂
、
又
昨
日
八
木
見
瀬
其
外

村
々
何
方
共
知
れ
ぬ
廻
文
、
近
日

焼
払
ニ
而
早
々
立
退
候
様
と
申

文
言
右
ニ
付
追
々
、
此
辺
江
押
移
り

申
候
ニ
而
、
何
時
も
立
退
之
用
意
之
長
持

其
外
提
灯
迄
用
意
、
明
日
ハ

勅
使
高
鳥
江
御
下
向
、
尚
彦
根
様

三
番
手
出
陣
、
何
所
と
も
無
之

皆
々
昼
夜
身
拵
ヒ
致
し
、
何
時
も

駈
出
し
候
積
り
ニ
御
座
候
、
吉
野
郡

法
中
ハ
一
ヶ
寺
〳
〵
天
忠
組
よ
り
味
方
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ニ
而
可
申
付
、
跡
ハ
寺
ハ
焼
、
住
持
ハ

討
取
可
申
事
ニ
て
、
過
半
味
方

ニ
参
り
候
由
、
藤
谷
様
ハ
去
月

廿
九
日
よ
り
逃
ケ
て
上
京
ニ
御
座
候

吉
野
郡
広
橋
与
申
所
人
家

不
残
焼
払
、
寺
も
一
ヶ
寺
焼
払
也

桧
川
御
坊
も
焼
失
其
外
数
ヶ
寺

焼
払
候
由
、
恐
敷
事
ニ
御
座
候

拙
方
ハ
高
鳥
近
辺
之
事
ニ
而

何
時
陣
所
ニ
移
り
ニ
参
り
候
義

難
斗
今
更
之
難
も
油
断

不
相
成
、
昼
夜
案
居
申
候
、
扨
々

不
定
之
世
界
な
り

亥
ノ
九
月
十
二
日

大
和

３

和
州
高
取
城
下
天
誅
組
関
係
写
本

写
本
、
著
者
は
不
明
だ
が
、
天
誅
組
に
よ

る
高
取
攻
撃
の
八
月
二
六
日
頃
か
ら
の
戦

況
を
伝
え
て
い
る
書
状
な
ど
を
書
き
写
し

た
も
の
。
高
取
藩
主
植
村
家
保
に
宛
て
た

書
状
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

高
取
藩
周
辺
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
冒
頭
に
は
高
取
藩

士
が
応
戦
す
る
と
天
誅
組
が
敗
走
し
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
九
月
二
日
の
書
状
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
天
誅
組
は
劣

勢
と
な
っ
て
い
き
、
天
ノ
川
辻
に
退
却
す

る
が
、
次
第
に
幕
府
方
に
包
囲
さ
れ
て
い

く
。

■
奈
良
大
学
図
書
館
蔵

４

天
誅
組
吉
野
図

年
未
詳
。
天
誅
組
が
立
て
籠
も
っ
た
吉
野

周
辺
の
様
子
を
描
く
。
天
川
を
中
心
に
周

辺
の
道
や
集
落
を
描
く
。
朱
で
「
八
月
廿

九
日
浪
士
不
残
焼
払
」
「
九
月
五
日
浪
士
大

砲
放
発
、
不
残
焼
尽
」
な
ど
の
生
々
し
い

被
災
状
況
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
筆
者

な
ど
は
不
明
だ
が
、
戦
闘
を
間
近
に
見
た

人
な
ど
か
ら
詳
細
な
情
報
を
入
手
し
う
る

立
場
の
も
の
が
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
朱
を
伴
わ
な
い
、
墨
書
き
の
み
の
も

の
も
あ
る
。

■
奈
良
大
学
図
書
館
蔵

５
「
大
和
御
固
御
陣
所
」

年
未
詳
、
板
本
。
「
天
誅
組
」
の
鎮
圧
に
出

動
し
た
幕
府
方
の
布
陣
を
記
し
た
も
の
。

布
陣
場
所
と
担
当
し
た
大
名
の
名
前
、
家

紋
と
動
員
し
た
兵
力
数
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
。
判
は
小
さ
く
、
版
元
の
名
前
な
ど

は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
誅
組
の

乱
の
知
ら
せ
を
う
け
、
迅
速
に
情
報
を
求

め
て
い
た
人
び
と
へ
向
け
て
摺
ら
れ
た
瓦

版
の
よ
う
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

■
奈
良
大
学
図
書
館
蔵

６
『
大
和
日
記
』

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
刊
、
板
本
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
天
誅
組
の
挙

兵
か
ら
敗
戦
、
九
月
二
七
日
に
中
山
忠
光

が
長
州
へ
逃
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
記
し
た

日
記
。
著
者
は
不
明
。
巻
末
の
「
付
言
」

に
よ
れ
ば
松
本
謙
三
郎
を
著
者
と
す
る
写

本
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
松
本
は
九
月
一
一

日
の
戦
い
で
死
亡
し
て
い
る
た
め
合
致
し

な
い
。
写
本
や
活
字
本
を
校
合
し
て
刊
行

さ
れ
た
本
書
に
掲
載
す
る
明
治
二
九
年
（
一

八
九
六
）
の
跋
文
に
は
「
右
大
和
日
記
一

巻
ハ
半
田
君
紋
吉
ノ
筆
」
と
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
臨
場
感
の
あ
る
内
容
か
ら

実
際
に
天
誅
組
に
加
わ
っ
て
い
た
人
物
が

書
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

■
奈
良
大
学
図
書
館
蔵

７
「
大
和
徒
党
騒
動
記
」

写
本
、
作
成
者
未
詳
。
年
貢
半
減
を
伝
え

る
天
誅
組
の
高
札
を
は
じ
め
、
天
誅
組
関

連
の
文
書
・
触
書
・
書
状
な
ど
書
き
留
め

た
も
の
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
朱
で
訂
正
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
和
州
一

揆
浪
人
役
割
」
と
し
た
天
誅
組
の
役
職
者

名
を
記
し
た
箇
所
で
は
、
人
名
の
訂
正
は

も
と
よ
り
出
身
藩
や
別
名
な
ど
が
朱
で
詳

細
に
加
筆
さ
れ
て
お
り
、
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
る
。
巻
末
に
は
斬
首
が
命
じ
ら

れ
た
「
大
和
浪
士
」
一
九
名
の
名
前
と
三

名
の
辞
世
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

■
奈
良
大
学
図
書
館
蔵

８

三
条
実
美
書
幅

三
条
実
美
は
尊
攘
派
と
し
て
し
ら
れ
た
公

家
の
ひ
と
り
。
天
誅
組
の
中
山
忠
光
は
八

月
一
七
日
に
五
條
代
官
所
襲
撃
を
前
に
挙

兵
成
功
を
祈
願
し
た
際
、
三
条
実
美
に
宛

て
て
書
状
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文

久
三
年
八
月
十
八
日
の
政
変
に
よ
っ
て
朝

廷
を
追
わ
れ
、
京
都
を
離
れ
て
長
州
藩
に

匿
わ
れ
た
。
維
新
後
は
中
央
政
界
に
復
帰
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し
、
議
定
、
副
総
裁
、
右
大
臣
、
太
政
大

臣
、
内
大
臣
な
ど
の
要
職
に
就
い
た
。

■
奈
良
大
学
史
学
科
蔵

９

三
条
実
美
書
翰

明
治
一

〇

年

（
一
八

七
七
～

八
）
一

二
月
二

七
日
、

京
都
府

知
事
槇

村
正
直

宛
。
京

都
の
鳩

居
堂
に

三
条
家

伝
来
の

香
の
製
法
を
伝
え
た
こ
と
、
槇
村
か
ら
依

頼
さ
れ
た
京
都
博
物
館
の
額
の
揮
毫
の
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
薫
香
は

「
遊
戯
之
物
」
で
は
あ
る
が
、
「
数
百
年
来

之
伝
方
」
で
あ
り
、
失
わ
れ
る
の
も
遺
憾

だ
っ
た
の
で
、
鳩
居
堂
に
伝
授
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
喜
び
、
「
亦
風
流
之
一
奇

事
」
と
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
書
翰
に
つ
い
て
は
小
林
丈

広
「
明
治
維
新
後
の
熊
谷
家
」
（
『
文
化
学

年
報
』
第
六
五
輯
、
二
〇
一
六
年
）
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

■
奈
良
大
学
史
学
科
蔵

【
釈
文
】

両
度
之
芳
翰
落
手

忝
披
閲
仕
候
、
先
以
厳

寒
之
砌
、
倍
健
康
奉

職
遙
賀
之
至
ニ
存
候
、

鳩
居
堂
直
行
義
も
早
速

上
京
香
方
相
授
、
大

慶
仕
候
、
猶
従
当
人

直
聴
有
之
度
候
、
薫
香

之
義
も
遊
戯
之
物
ニ
ハ

候
得
共
、
数
百
年
来
之

伝
方
湮
滅
候
も
遺
憾

之
次
第
、
幸
鳩
居
堂
先
代

よ
り
篤
志
之
者
故
、
此
度

相
伝
、
永
く
製
方
ヲ
伝

候
得
ハ
、
亦
風
流
之
一
奇

事
歟
と
存
候

香
炉
之
事
、
早
速
下
絵

被
相
廻
忝
存
候
、
朱
圏
点
付

置
候
通
申
付
有
之
度
候
、

博
物
館
額
并
足
下
付

嘱
之
揮
毫
ハ
猶
来
場

相
認
差
送
可
申
と
存
候
、

幸
便
回
答
旁
一
筆

奉
呈
候
也

十
二
月
廿
七
日

梨
堂

龍
山
人
足
下

二
伸
、
時
下
寒
冷
相
募

折
角
加
護
専
祈
候

「
南
都
御
役
録
」

10安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
、
か
せ
や
治
助
板
。

天
誅
組
の
乱
に
先
立
つ
こ
と
三
年
の
安
政

七
年
（
一
八
六
〇
）
に
お
け
る
奈
良
奉
行

や
与
力
、
代
官
な
ど
の
職
員
録
。
天
誅
組

と
闘
っ
た
高
取
藩
の
植
村
家
保
の
名
前
が

見
え
て
い
る
。
五
條
代
官
と
し
て
松
永
善

之
助
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
誅

組
当
時
の
代
官
は
鈴
木
源
内
。
五
條
代
官

は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
松
永
か
ら

鈴
木
源
内
に
交
替
し
た
。

■
奈
良
大
学
史
学
科
蔵

二

長
州
藩
と
禁
門
の
変

長
州
藩
を
中
心
と
し
た
尊
攘
派
は
文
久

三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
一
八
日
の
政
変

に
よ
っ
て
京
都
か
ら
追
放
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
の
勢
い
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。
長
州
藩

内
で
は
尊
攘
運
動
を
進
め
よ
う
と
す
る
「
正

義
派
」
と
幕
府
恭
順
を
訴
え
る
「
俗
論
派
」

に
意
見
が
わ
か
れ
て
対
立
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
翌
年
の
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
六
月
に
勢
力
挽
回
を
画
策

す
る
た
め
上
洛
し
て
い
た
長
州
藩
士
や
志

士
た
ち
が
京
都
の
池
田
屋
で
襲
撃
さ
れ
る

と
藩
内
で
も
強
硬
意
見
が
強
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
う
し
て
長
州
藩
は
兵
を
率
い

て
京
都
に
上
り
、
会
津
・
薩
摩
藩
を
中
心

と
し
た
公
武
合
体
派
と
京
都
で
衝
突
し
ま

し
た
。

七
月
一
八
日
夜
半
に
軍
事
行
動
を
起
こ

し
ま
し
た
が
長
州
藩
は
敗
走
。
こ
の
戦
闘

に
よ
っ
て
京
都
で
は
大
火
に
見
舞
わ
れ
、

多
く
の
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
事
件

を
禁
門
の
変
と
い
い
、
第
一
次
長
州
征
討

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

『
甲
子
兵
燹
圖
』
上
・
下

11明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
、
田
中
治
兵
衛

刊
、
板
本
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の

禁
門
の
変
に
と
も
な
い
京
都
の
火
災
の
様

子
を
描
い
た
も
の
。
京
都
の
絵
師
、
前
川

五
嶺
が
実
際
に
目
の
当
た
り
に
し
た
光
景

を
描
い
た
絵
を
森
寛
斎
の
門
人
で
あ
っ
た

森
雄
山
が
縮
小
し
て
模
写
し
た
も
の
。
上

下
二
巻
か
ら
な
り
、
上
巻
は
戦
闘
の
様
子

や
焼
失
す
る
洛
中
、
市
外
へ
逃
れ
る
人
び

と
の
姿
を
描
き
、
下
巻
は
戦
闘
が
終
わ
り

復
旧
作
業
の
様
子
が
描
か
れ
、
平
穏
を
取

り
戻
し
た
新
年
の
風
景
で
結
ば
れ
る
。
こ

の
作
品
の
版
木
を
所
有
し
て
い
た
「
尊
攘

堂
」
は
、
吉
田
松
陰
の
元
門
弟
で
内
務
官

僚
だ
っ
た
品
川
弥
二
郎
が
明
治
二
〇
年
（
一

八
八
七
）
に
、
殉
難
志
士
の
霊
を
祀
る
た

め
の
施
設
と
し
て
設
立
し
た
。
志
士
の
史

料
、
遺
墨
、
遺
品
な
ど
を
収
集
し
て
い
た
。

■
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
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『
洛
中
大
火
夢
物
語
』

12元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
刊
、
板
本
。
禁

門
の
変
の
経
過
と
そ
の
後
の
被
害
状
況
な

ど
を
記
し
た
も
の
。
火
災
の
様
子
を
描
く

挿
絵
の
ほ
か
、
京
都
の
被
災
地
域
を
朱
で

記
し
た
地
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
御
所

南
側
の
丸
太
町
通
り
以
南
、
堀
川
通
り
以

東
の
広
大
な
地
域
が
焼
失
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。

■
奈
良
大
学
図
書
館
蔵

三

幕
末
の
世
相

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
頃
に
は
安
政
の

大
獄
で
幕
府
か
ら
弾
圧
を
受
け
て
い
た
尊

攘
派
の
志
士
達
が
、
「
天
誅
」
と
称
し
て
公

武
合
体
派
の
人
物
や
幕
府
の
協
力
者
、
目

明
か
し
な
ど
を
殺
害
す
る
事
件
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
京
で
は
、
八
月
一
八

日
の
政
変
、
禁
門
の
変
、
大
政
奉
還
と
幕

末
の
政
治
史
を
画
す
る
様
ざ
ま
な
で
き
ご

と
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
上

方
で
暮
ら
す
庶
民
た
ち
は
治
安
の
悪
化
や

物
価
の
上
昇
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
噂
や

瓦
版
、
錦
絵
な
ど
を
通
し
て
時
代
の
変
化

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

「

神
功
皇
后
三
韓
征
伐
御
調
練
之
図
」

13慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
、
二
代

長
谷
川

小
信
画
。
絵
師
の
長
谷
川
小
信
は
上
方
で

活
躍
し
た
浮
世
絵
師
。
『
日
本
書
紀
』
な
ど

に
見
え
て
い
る
神
功
皇
后
の
「
三
韓
征
伐
」

に
と
も
な
う
「
調
練
」
に
見
立
て
て
当
時

の
情
勢
を
描
い
た
錦
絵
。
明
治
天
皇
に
よ

る
大
阪
行
幸
を
神
功
皇
后
の
歴
史
画
に
仕

立
て
て
い
る
。
画
面
右
の
傘
の
下
で
顔
が

描
か
れ
て
い
な
い
人
物
が
神
功
皇
后
だ
が
、

左
側
の
西
洋
式
軍
艦
な
ど
か
ら
古
代
の
様

子
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
戊

辰
戦
争
で
官
軍
が
手
に
し
た
「
錦
の
御
旗
」

も
描
か
れ
る
。
背
景
に
武
庫
山
・
和
田
岬

な
ど
が
見
え
て
お
り
、
大
阪
湾
の
景
観
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
五
箇
條
の
誓
文
布

告
か
ら
間
も
な
い
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）

三
月
二
一
日
、
明
治
天
皇
は
鳥
羽
・
伏
見

の
戦
い
で
敗
走
し
た
旧
幕
府
軍
を
討
征
す

る
こ
と
を
名
目
と
し
て
大
阪
へ
行
幸
し
、

天
保
山
で
軍
船
の
訓
練
な
ど
を
見
て
お
り
、

そ
の
様
子
を
描
い
た
も
の
。
嘉
永
五
年
（
一

八
五
二
）
か
ら
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

の
上
方
に
お
け
る
世
相
を
書
き
留
め
た
藤

之
井
蓮
吉
な
る
人
物
に
よ
る
『
珍
聞
書
』

に
張
り
込
ま
れ
て
い
た
も
の
。

■
奈
良
大
学
史
学
科
資
料
室
蔵

京
都
・
大
坂
風
聞
書

14原
題
を
欠
く
の
で
表
題
は
仮
の
も
の
。
万

延
元
年
（
一
八
六
〇
）
か
ら
文
久
三
年
（
一

八
六
三
）
に
か
け
て
上
方
で
相
次
い
だ
「
天

誅
」
と
呼
ば
れ
る
暗
殺
事
件
な
ど
の
様
子

を
絵
入
り
で
描
き
、
状
況
や
そ
の
時
に
掲

げ
ら
れ
た
捨
札
な
ど
も
書
き
写
し
て
い
る
。

幕
末
期
の
京
都
近
郊
農
村
庄
屋
の
日
記
を

見
る
と
暗
殺
事
件
の
噂
を
聞
く
と
、
現
場

へ
出
か
け
て
様
子
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
こ
と

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に
は
、
怖

い
も
の
見
た
さ
も
あ
っ
て
か
、
こ
う
し
た

血
な
ま
ぐ
さ
い
事
件
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
。
写
真
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

に
平
田
派
国
学
の
門
人
た
ち
が
京
都
の
等

持
院
に
あ
っ
た
足
利
尊
氏
・
義
詮
・
義
満

の
木
像
の
首
と
位
牌
を
盗
み
出
し
、
逆
賊

と
す
る
罪
状
と
と
も
に
鴨
川
に
晒
し
た
事

件
の
様
子
。
こ
の
事
件
を
機
に
幕
府
の
取

締
り
は
強
化
さ
れ
て
い
く
。

■
奈
良
大
学
史
学
科
資
料
室
蔵

四

明
治
期
の
書
翰

こ
こ
で
は
、
明
治
に
活
躍
し
た
政
治
家
な

ど
の
書
翰
を
紹
介
し
ま
す
。
政
治
家
や
有

力
者
の
書
翰
は
、
そ
の
時
々
の
政
治
的
な

情
勢
や
思
想
な
ど
を
生
き
生
き
と
伝
え
る

貴
重
な
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。

品
川
弥
二
郎
書
翰

15品
川
弥
二
郎
は
長
州
藩
出
身
で
吉
田
松
陰

門
下
、
維
新
後
は
要
職
を
歴
任
、
第
一
次

松
方
内
閣
で
は
内
務
大
臣
を
勤
め
る
も
明

治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
の
第
二
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
で
激
し
い
選
挙
干
渉
を
行

い
、
批
判
を
受
け
て
辞
任
。
本
資
料
は
品

川
か
ら
京
都
府
知
事
の
北
垣
国
道
に
宛
て

て
出
さ
れ
た
書
翰
。
民
権
派
の
政
党
で
あ

る
立
憲
改
進
党
と
自
由
党
が
「
改
自
合
同
」

し
超
然
主
義
を
称
え
る
政
府
と
対
立
し
て

い
る
が
、「
内
実
ハ
ウ
ロ
ウ
ロ
」
し
て
お
り
、

政
府
は
「
一
歩
も
譲
ら
ぬ
」
の
で
、
京
都

府
下
選
出
の
議
員
が
「
ブ
ラ
ツ
カ
ヌ
」
よ
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う
に
注
意
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
い
る
。

■
奈
良
大
学
図
書
館
蔵

【
釈
文
】

引
続
キ
御
配
神
奉
察
候
、

議
会
も
真
ニ
表
面
上

改
自

の
合
同
ニ
テ
、
内
実
ハ
ウ
ロ
〳
〵

ト
騒
き
立
テ
居
候
為
体

ニ
被
存
候
、
政
府
ハ
今
年

ヨ
リ
一
歩
も
譲
ら
ぬ

覚
悟
、
ヤ
ヽ
お
も
し
ろ
き

芝
居
ナ
リ
、
御
安
神
ア

リ
タ
シ
○
北
野
の
宮
司

死
去
可
惜
々
々
、
コ
ノ
代
リ

ニ
定
メ
シ
沢
山
之
望
ミ

人
可
有
之
候
得
共
、
コ
ノ
後

任
ニ
ハ
仙
台
ノ
有
名
ナ
ル

勤
王
家
三
好
監
物
之

子
息
三
好
法
徳
と

申
モ
ノ
ヲ
御
採
用
被
下

度
、
人
物
適
任
ナ
ル
事

（
品
川
弥
二
郎
）

ハ
十
分
ニ

や

ガ
保
証

仕
候
、
且
ツ
監
物
の
霊

ヲ
慰
ム
ル
為
メ
ニ
モ
是
非

御
聞
届
け
ヲ
御
願
候

履
歴
書
ハ
後
ゟ
送
り

可
申
候
、
為
其
匆
々
頓
首

六

（
品
川
弥
二
郎
）

十
二
月
廿
日
夜

や

北
垣
様侍

史

緊
急
ノ
二

勅
令
ヲ
最
初
ニ
ナ
ゲ

ダ
シ
タ
ル
ニ
ハ
真
ニ
議
員

等
ガ
持
チ
ア
マ
シ
テ
居
ル

ナ
リ
、
此
後
も
ス
キ
間
ナ
ク

政
府
ゟ
働
ら
き
か
け

の
仕
事
ヲ
ス
ル
積
り
な
り
、

御
府
下

撰
出
議
員
等
ブ
ラ
ツ

カ
ヌ
様
ニ
ヨ
キ
折
り
も
ア

ラ
バ
御
注
意
之
□
可
被
下
候

岩
倉
具
視
書
翰

16公
武
合
体
派
の
公
家
と
し
て
活
躍
し
、
大

久
保
ら
と
王
政
復
古
を
画
策
。
新
政
権
樹

立
後
は
大
納
言
な
ど
を
経
て
右
大
臣
と
な

る
。
条
約
改
正
と
米
欧
視
察
の
た
め
の
特

命
全
権
大
使
と
し
て
欧
米
を
巡
察
し
た
。

本
資
料
は
面
会
を
求
め
て
い
た
北
垣
国
道

に
対
し
て
岩
倉
が
明
朝
に
来
る
よ
う
伝
え

た
も
の
。

■
奈
良
大
学
図
書
館
蔵

【
釈
文
】

前
略
、
先
日
者
早
速
御
来

訪
忝
存
候
、
其
後
御
案
内

可
申
入
之
処
、
繁
多
意

外
延
引
候
、
乍
御
苦
労

明
朝
八
時
三
十
分
御
入

来
被
下
度
候
、
仍
而
草
々

已
上十

二
月
十
二
日

具
視

北
垣
国
道
殿

伊
藤
博
文
書
翰

17伊
藤
博
文
は
長
州
藩
出
身
で
維
新
後
は
初

代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。
本
資
料
は
伊

藤
か
ら
京
都
府
知
事
の
北
垣
国
道
に
宛
て

て
出
さ
れ
た
書
翰
。
清
岡
公
張
の
仕
事
ぶ

り
に
山
階
宮
が
「
不
満
足
」
と
い
う
話
を

聞
き
つ
け
た
伊
藤
が
、
北
垣
に
対
し
て
内

々
で
山
階
宮
の
意
向
を
聞
く
よ
う
要
請
し

た
も
の
。
皇
族
の
最
長
老
で
あ
っ
た
山
階

宮
に
対
す
る
配
慮
が
う
か
が
え
る
。
文
末

に
翌
年
正
月
に
大
磯
の
別
荘
へ
転
居
す
る

こ
と
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伊
藤
が

大
磯
の
滄
浪
閣
に
移
住
す
る
明
治
三
〇
年

（
一
八
九
七
）
の
前
年
に
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

■
奈
良
大
学
史
学
科
資
料
室

【
釈
文
】

窺
年
御
繁
忙
進
察

仕
候
、
御
面
倒
之
儀
ニ
候

処
、
御
帰
京
前
山
階

宮
江
御
内
謁
被
下
、
同
宮

別
当
清
岡
公
張
之

事
極
密
ニ
御
尋
可

被
下
候
、
竊
ニ
小
松
宮

ヨ
リ
承
候
処
、
清
岡

奉
職
上
山
階
宮
殿

下
御
不
満
足
之
事

有
之
哉
ニ
候
ニ
付
而
ハ
難

打
捨
置
、
尤
本
人

之
名
誉
ニ
関
候
事

ニ
付
、
御
他
言
御
無
用
ニ

候
、
此
段
内
密
及
御
依

頼
候
、
七
十
有
余
之
御
老

體
之
事
ニ
而
、
皇
族

中
最
高
寿
之
御
方

何
等
御
不
快
之
事

無
之
様
仕
度
、
小
子

婆
心
ニ
不
過
候
、
先
ハ

御
依
頼
迄
、
早
々
頓
首

十
二
月
三
十
日

博
文

北
垣
国
道
殿

再
伸
、
小
子
も
過
日

快
療
へ
医
師
之

勧
告
ニ
依
り
一
月

一
日
ヨ
リ
大
磯
□

崎
別
業
借
用

同
地
ニ
転
居
之
筈
ニ
候

御
降
慮
可
被
下
候

五
代
友
厚
書
翰

18五
代
友
厚
は
薩
摩
藩
出
身
、
慶
応
元
年

(

一

八
六
五)

に
は
藩
に
命
じ
ら
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
視
察
、
維
新
後
は
政
商
、
実
業
家
と
し

て
活
躍
。
本
資
料
は
五
代
が
森
有
礼
に
宛

て
た
書
翰
。
九
月
八
日
に
森
が
「
登
京
」

と
聞
き
、
「
別
封
」
の
手
紙
と
と
も
に
一
八

日
に
五
代
も
「
登
京
」
す
る
こ
と
を
を
伝

え
る
。

■
奈
良
大
学
史
学
科
資
料
室
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１『日本畧史圖中山忠光公・吉村寅太郎重郷』

■奈良大学図書館蔵【閉架】紙媒体資料-2F 210.58/H36

２ 大和書状 ■奈良大学史学科蔵

３ 和州高取城下天誅組関係写本 ■奈良大学図書館蔵【閉架】奈良-1F 210.58/W44

４ 天誅組吉野図 ■奈良大学図書館蔵【閉架】紙媒体資料-2F 210.58/Y92

５「大和御固御陣所」 ■奈良大学図書館蔵【閉架】紙媒体資料-2F 210.58/Y45

６『大和日記』 ■奈良大学図書館蔵【閉架】奈良-1F 210.58/Y45

７「大和徒党騒動記」 ■奈良大学図書館【閉架】216.5/Y45

８ 三条実美書幅 ■奈良大学史学科蔵

９ 三条実美書翰 ■奈良大学史学科蔵

10「南都御役録」 ■奈良大学史学科蔵

11『甲子兵燹圖』上・下 ■奈良大学図書館蔵【閉架】和図書-1F 210.58/Ma27/1・2

12『洛中大火夢物語』 ■奈良大学図書館蔵【閉架】和図書-1F 910.25/R12

13「神功皇后三韓征伐御調練之図」 ■奈良大学史学科蔵

14 京都・大坂風聞書 ■奈良大学史学科蔵

15 品川弥二郎書翰 ■奈良大学図書館蔵【閉架】保存庫 210.6/Sh58

16 岩倉具視書翰 ■奈良大学図書館蔵

（京都府知事北垣国道来翰集のうち【閉架】保存庫 210.6/Ky6）

17 伊藤博文書翰 ■奈良大学史学科蔵

18 五代友厚書翰 ■奈良大学史学科蔵


